
A gap year is therefore defined in this report as “any period of time
between 3 and 24 months which an individual takes ‘out’ of formal

education, training or the workplace, and where the time out sits in the
context of a longer career trajectory

２００４年ロンドン大学Andrew Jones教授の
英国・教育技能省受託研究「ギャップイヤーの概念図」

「日本版ギャップイヤー（愛称：Ｊギャップ）」の要素は、
親元離れたインターン・ボランティア・国内外留学

ボランティア

就社に直結しない
インターン（アルバイト）

国内外留学

（課題持ったワーキングホリデー）

（目的持ったバックパック）

（サービス・ラーニング）
筑波大学

（キャップストーン）
同志社・作新学院大学
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（自分探しの旅、レジャー活動）

（親元離れた、独立した）



ギャップイヤーの階層イメージ

大学運営
のプログラム

参加者が立案し、
大学に提示

（一部単位取得も）

休学を取り、自主的・計画的に行う研修
（形態は、ワーキング・ホリデー、計画性ある
バックパッカー、語学研修、スポーツ留学等）

自分探しの国内外の旅、遊学、放浪、ヒッチハイク、レジャー
（スキューバダイビング、トレッキング等）、自動車免許取得等

自由度・
課外授業性

低

高

計画性・研修性
単位取得可能性

高

低

日本の教育現場のコンセンサスは、赤い破線の第３階層までか？文化・慣習として定着して
くると、第４層も認識されることになる。第１階層はプリンストン大、２は国際教養大等がモデル

“親元離れた、インターン、ボランティア、国内外留学（基本は正規外）”

制度（学内・奨学金）・研修

文化・慣習

copyright



JGAPが高等教育機関に導入を提唱する

「日本版ｷﾞｬｯﾌﾟｲﾔｰ（Ｊｷﾞｬｯﾌﾟ）」３軸モデル

ボランティア

インターン

③利他意識・構想力
醸成・文化理解・
時間管理・

等

②ダイバーシティ理解・
スキルアップ・キャリア
マインド醸成等

①コミュニケーション能力向上・社会
問題理解・地域地方理解・内省等

国内外留学

「Jギャップ」（約４ヶ月～ １年）
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まずは、親元離れた“非日常性”を

構築することが肝要

（限界集落・被災地・
国内外提携大学留学等）



Ｑ：ギャップイヤーは、「ゆとり教育」回帰？

Ａ：そうではなく、メリハリをつけることと、
本格的“社会・就業体験”を大学教育に組
み込むことの提案。強制でもなく、自主的。
受験で脇目を振らず、“オン状態”だった受験高校生（例：
現在東大入学者は中高一貫校出身が５割）、「就活」で疲弊
した大学４年生（また、職歴なき既卒未経験者・卒業３年未
満退職者）が主体。 再学習を要する生徒や学生は、対象
外か。問題意識ある大学からの導入が肝要。導入モデル大
学の制定も考えられる。
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ギャップイヤーの導入ロードマップ（案）

G13や「東

北自由大
学」での
ギャップイ
ヤー導入

私立大学
希望大学

30校

多くの大
学で、GY

が利用
できる
環境

・大学の国際競争力強化
・社会問題発見解決型人材育成

補正等予算化して、ギャップイヤー（希望大学・希望大学生・希望社会人）の導入実験

・秋入学で、半年のギャップイヤー（国際教養大学モデル、GY単位化で４年組と、４年半組）
・貧困家庭にギャップイヤー奨学金（育英奨学金のような形）
・大学プログラム（プリンストン大モデル）か、個人
計画型 か、NPO・旅行会社計画型、ハイブリッド型

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
化
が
進
み
、
高
等
教
育
の
国
際
競
争
力
強
化
、
新
卒
一
括
採
用
の
崩
壊
へ

２０１１年度

２０１２年度

２０１３年度
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